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い
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
は
右
肩
、
左
右

の
腰
、
左
胸
の
４
カ
所
に
あ

り
、
ス
マ
ホ
や
イ
ン
カ
ム
な

ど
も
持
ち
運
び
や
す
い
。

　

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
よ
り
も
生
地

の
耐
久
性
が
高
い
た
め
、
買

い
替
え
頻
度

が
減
り
、
長

く
着
用
し
て

も
生
地
が
よ

れ
ず
に
清
潔

感
の
あ
る
見

た
目
を
維
持

し
て
い
る
。

ス
ク
ラ
ブ
＝

介
護
職
の
イ

メ
ー
ジ
定
着

　

同
施
設
で

は
「
ス
ク
ラ

ブ
を
着
て
い

る
人
＝
介
護

職
員
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
、
利
用
者
が
職
員
に
声
を

か
け
や
す
く
な
っ
た
と
い

う
。
特
に
、
認
知
症
の
利
用

者
が
ス
ク
ラ
ブ
を
着
る
職
員

を
「
食
事
を
持
っ
て
き
て
く

れ
る
人
」
や
「
具
合
が
悪
く

な
っ
た
ら
こ
の
服
を
着
た
人

に
伝
え
る
」
と
認
識
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

地
域
の
人
や
家
族
か
ら
も

「
か
っ
こ
い
い
」
と
好
評
で
、

制
服
が
元
気
村
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

小
板
橋
さ
ん
は
「
統
一
し

た
ス
ク
ラ
ブ
の
採
用
で
、
介

護
職
の
専
門
性
を
可
視
化
で

き
た
。
介
護
職
の
魅
力
を
地

域
に
発
信
し
人
材
確
保
に
も

繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

「
体
型
や
下

着
の
ラ
イ
ン

が
見
え
る
の

が
嫌
だ
」「
汗

を
か
く
と
体

に
張
り
付

く
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

法
人
本
部

の
富
岡
恵
子

チ
ー
フ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
「
介
護
現

場
は
女
性
職

員
も
多
く
、

安
心
し
て
着

用
で
き
る
こ
と
を
重
視
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　

２
０
１
３
年
に
は
「
ジ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ス
ク
ラ
ブ
７
０
３

７
Ｓ
Ｃ
」
を
共
同
開
発
し
、

同
施
設
で
も
採
用
し
た
。

　

介
護
職
員
１
人
に
つ
き
３

着
支
給
し
、
▽
ラ
イ
ム
×

ダ
ー
ク
ネ
イ
ビ
ー
▽
タ
ー
コ

イ
ズ
×
ネ
イ
ビ
ー
▽
チ
ェ

リ
ー
ピ
ン
ク
×
バ
ー
ガ
ン

デ
ィ
▽
ネ
イ
ビ
ー
×
ネ
イ

ビ
ー
―
―
の
４
色
か
ら
好
き

な
色
を
選
べ
る
。

動
き
や
す
く
、安
心
し
て

働
け
る
デ
ザ
イ
ン

　
「
ジ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ク
ラ

ブ
７
０
３
７
Ｓ
Ｃ
」
は
背
中

に
伸
縮
性
の
あ
る
ニ
ッ
ト
素

材
を
採
用
し
、
移
乗
介
助
時

な
ど
に
前
か
が
み
に
な
っ
て

も
つ
っ
ぱ
り
感
が
少
な
く
動

き
や
す
い
。

　

富
岡
さ
ん
は
「
介
助
中
は

冬
で
も
暑
く
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
、
通
気
性
の
高
い
ニ
ッ

ト
素
材
が
採
用
さ
れ
た
の
は

良
か
っ
た
。
汗
も
し
っ
か
り

吸
っ
て
く
れ
る
の
で
、
サ
ラ

サ
ラ
と
快
適
」と
評
価
す
る
。

　

腰
周
り
を
ゆ
っ
た
り
と
さ

せ
て
長
め
の
身
丈
に
す
る
こ

と
で
、
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
が
わ

か
り
に
く
く
、
か
が
ん
だ
際

に
背
中
が
見
え
る
心
配
も
な

に
働
け
る
ス
ク
ラ
ブ
（
介
護

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）を
採
用
し
、

介
護
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
な
ど

に
取
組
ん
で
い
る
。

　

元
気
村
グ
ル
ー
プ
は
も

と
も
と
、
現
場
職

員
が
着
用
す
る
服

を
統
一
し
て
い
な

か
っ
た
が
、「
グ

ル
ー
プ
の
ブ
ラ
ン

ド
を
背
負
う
『
制

服
』と
し
て
、か
っ

こ
よ
く
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
も
の

に
す
れ
ば
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
上
が
る
だ
ろ
う
」
と
の

理
事
長
の
考
え
の
も
と
見
直

し
が
ス
タ
ー
ト
。

　

創
業
か
ら
１
２
１
年
間
、

医
療
・
介
護
向
け
ウ
ェ
ア
を

開
発
し
て
き
た
フ
ォ
ー
ク（
東

京
都
千
代
田
区
、
小
谷
野
淳

社
長
）
と
共
同
で
、
介
護
職

が
快
適
に
着
ら
れ
る
ス
ク
ラ

ブ
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　

小
板
橋
卓
将
施
設
長
は

「
同
社
の
ス
ク
ラ
ブ
は
生
地

の
質
が
高
く
、
デ
ザ
イ
ン
も

よ
い
。
体
を
動
か
す
介
護
職

も
快
適
に
着
用
で
き
る
高
い

伸
縮
性
と
通
気
性
も
選
ん
だ

ポ
イ
ン
ト
」
と
話
す
。

　

開
発
時
に
職
員
に
服
の
悩

み
を
聞
く
と
「
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

は
身
丈
が
短
く
、
動
く
と
お

腹
や
背
中
が
見
え
そ
う
に
な

り
、業
務
に
集
中
し
づ
ら
い
」

特
養
　
こ
う
の
す
タ
ン
ポ
ポ
翔
裕
園

制
服
が
専
門
性
の
証

お
し
ゃ
れ
で
快
適
な
ス
ク
ラ
ブ
採
用

福
祉
用
具
選
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
20
年
ぶ
り
の
改
訂

「
安
全
の
た
め
の
配
慮
」「
医
師・リ
ハ
専

門
職
等
の
意
見
を
求
め
る
例
」を
明
示

イ
ー
ラ
イ
フ

充
実
し
た
研
修
体
制
で
提
案
力
向
上
へ

富岡チーフマネージャー （左） と
小板橋施設長

ス
ク
ラ
ブ
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
く
な
っ
た

背
中
の
ニ
ッ
ト
素
材
が
伸
縮
し
介
助
し
や

す
く
、
背
中
が
で
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
安
心

　

社
会
福
祉
法
人
元
気
村

（
神
成
裕
介
理
事
長
）
が
運

営
す
る
特
養
「
こ
う
の
す
タ

ン
ポ
ポ
翔
裕
園
」（
埼
玉
県

鴻
巣
市
）
は
、
職
員
が
快
適

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
る
福
祉
用
具
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め
の
「
介
護
保
険

に
お
け
る
福
祉
用
具
の
選
定
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
」（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
７
月

に
改
訂
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、
２
０
２
２
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
介
護
保
険
制
度

に
お
け
る
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
種
目
の
あ
り
方
検
討
会
」
の
議
論
の
と
り
ま
と
め

で
▽
給
付
対
象
と
し
て
追
加
さ
れ
た
福
祉
用
具
へ
の
対
応
▽
軽
度
者
の
利
用
も
踏
ま

え
た
検
討
▽
多
職
種
連
携
の
促
進
等
の
観
点
か
ら
の
見
直
し
の
必
要
性
―
―
の
指
摘

が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

【医師・リハ職の意見を求める状態・症状】
・進行性疾患（バーキンソン病、 脊髄小脳変性症など）により状態の変化や悪化が
起こりやすい場合
・起立性低血圧等、  血圧の変動の可能性がある場合
・認知機能の低下や高次脳機能障害により用具の使用や操作が難しいと考えられる場合
・関節に著しい拘縮や変形がある場合
・著しい感党障害がある場合
・骨の脆弱性が疑われる場合
・四肢に欠損がある場合
・箸しい筋力低下がある場合
・筋緊張の冗進や低下、  変動がある場合
・重度の視党障害の場合
・全身等に痛みがある場合
・からだが極端に大きい又小さい場合
・皮膚の脆弱性が疑われる場合
・浮腫など、循環障害が考えられる場合
・転倒のリスクが高いと考えられる場合
・嚥下障害がある場合
・介護者に対する指導に留意が必要と考えられる場合等

多
職
種
の
意
見

踏
ま
え
検
討
を

　

改
訂
さ
れ
た
福
祉
用
具
選

定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
で

目
指
す
と
こ
ろ
は
、
利
用
者

の
状
態
像
や
そ
の
変
化
、
介

護
者
の
介
護
力
、
居
住
環
境

等
を
踏
ま
え
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
向
け
、
多
職
種
協

働
に
よ
る
検
討
を
通
じ
て
決

定
し
た
支
援
内
容
の
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
ほ
か
の
人
的

サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
福
祉

用
具
の
活
用
が
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

あ
る
。

　

ま
た
、「
使
用
が
想
定
し

に
く
い
状
態
像
」「
使
用
が

想
定
し
に
く
い
要
介
護
度
」

「
留
意
点
」
に
該
当
し
た
場

合
で
も
、
見
直
し
を
前
提

に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
な
ど

を
通
じ
て
多
く
の
職
種
に
専

門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を

求
め
、
妥
当
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
で
、
自
立
支
援

に
つ
な
が
る
適
切
な
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
・
見
直
し
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

医
師
・
リ
ハ
専
門

職
の
意
見
を
聞
く

べ
き
17
の
具
体
例

　

福
祉
用
具
の
活
用
に
よ

り
、
疾
患
や
障
が
い
を
も
つ

人
の
で
き
る
こ
と
の
拡
大
や

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
が
期
待
で
き
る

が
、
同
時
に
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
い
疾
患
や
予
後
予
測
が
難

し
い
状
態
の
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
適
切
に
判
断
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
「
医
師
・
リ
ハ
職
種
等

へ
の
意
見
の
確
認
」と
し
て
、

進
行
性
疾
患
や
血
圧
の
変
動

の
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
著

し
い
感
覚
障
害
、
皮
膚
の
脆

弱
性
な
ど
17
項
目
を
挙
げ
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
し
、
医

師
や
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
へ
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。

　

関
連
し
て
、
要
介
護
１
ま

で
の
軽
度
者
に
つ
い
て
、
介

護
保
険
給
付
が
原
則
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
車
い
す
や
介

護
ベ
ッ
ド
、
床
ず
れ
防
止
用

具
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
疾
病

や
そ
の
他
の
原
因
、
個
別
の

利
用
者
の
生
活
状
況
や
解
決

す
べ
き
課
題
に
よ
っ
て
は
、

一
律
に
適
応
外
と
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
明
記
す
る
。

事
故
事
例
か
ら

の
予
測
も
重
視

　

福
祉
用
具
を
利
用
中
の
事

故
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
防
止
へ

向
け
て
、
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
に
対
し
て
、
使
用
上
の

留
意
事
項
等
を
福
祉
用
具
を

使
用
す
る
本
人
・
家
族
・
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
に
十
分
説
明
す

る
こ
と
や
、
実
際
に
使
用
し

て
も
ら
い
、
安
全
に
使
用
で

き
る
こ
と
ま
で
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

特
に
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
や
す
い
階
段
移
動
用

リ
フ
ト
（
可
搬
型
階
段
昇
降

機
）
に
つ
い
て
は
、
▽
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
は
製
造
事

業
者
等
が
実
施
し
て
い
る
講

習
を
受
講
し
、
か
つ
、
講
習

課
程
を
修
了
し
た
旨
の
証
明

を
受
け
て
い
る
こ
と
▽
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
が
、
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
等
を
通
じ

て
利
用
者
の
家
族
等
に
対

し
、
心
身
の
状
況
お
よ
び
環

境
に
照
ら
し
て
、
適
切
な
使

用
の
た
め
の
助
言
お
よ
び
情

報
提
供
を
行
う
等
の
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
▽

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、

使
用
方
法
、
使
用
上
の
留
意

事
項
等
に
つ
い
て
十
分
な
説

明
を
利
用
者
の
家
族
等
に

行
っ
た
上
で
、
実
際
に
福
祉

用
具
を
使
用
さ
せ
な
が
ら
指

導
を
行
い
、
専
門
的
な
見
地

か
ら
安
全
性
に
十
分
に
配
慮

し
て
要
否
を
判
断
し
、
責
任

を
も
っ
て
提
供
を
行
う
こ
と

―
―
な
ど
記
述
内
容
を
増
や

し
、
危
険
度
の
高
い
場
面
の

事
故
防
止
を
目
指
し
た
。

排
泄
予
測
支
援
機

器
の
追
加
や
「
選

択
制
」
記
述
も

　

ま
た
、
22
年
４
月
よ
り
追

加
と
な
っ
た
排
泄
予
測
支
援

機
器
や
、
24
年
４
月
よ
り
始

ま
っ
た
、
一
部
福
祉
用
具
の

種
目
・
種
類
に
つ
い
て
福
祉

用
具
貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）
か

特
定
福
祉
用
具
販
売（
購
入
）

を
利
用
者
が
選
択
で
き
る

「
選
択
制
」
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
事
項
・
考
え
方
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　

福
祉
用
具
貸
与
事
業
所

イ
ー
ラ
イ
フ
（
横
浜
市
、
篠

本
高
基
社
長
）
は
、
教
育
機

関
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋
Ｅ

カ
レ
ッ
ジ
」
を
社
内
に
立
ち

上
げ
、
専
門
性
の
高
い
福
祉

用
具
専
門
相
談
員
の
育
成

と
、
全
社
で
統
一
し
た
福
祉

用
具
選
定
方
法
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ

Ｅ
＋
Ｅ
カ
レ
ッ
ジ
責
任
者
の

安
部
整
さ
ん
は
「
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
の
仕
事
は
担
当

者
ご
と
に
提
案
力
・
対
応
力

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
教

育
す
る
人
に
よ
っ
て
教
え
方

や
内
容
も
異
な
り
、
統
一
さ

れ
た
研
修
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

な
か
っ
た
」
と
経
緯
を
説
明

す
る
。

　

入
社
後
は
▽
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
沿
っ
た
業
務
学
習
▽
社

内
の
福
祉
用
具
講
習
「
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋
Ｊ
ｒ
（
カ

レ
ッ
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
）」
▽
オ

ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
「
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
（
カ
タ
ロ
グ
）」

▽
現
場
同
行
社
後
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

（
ク
レ
ス
ト
）」
―
―
を
並
行

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
に
合

格
す
る
と
在
宅
の

現
場
に
出
て
福
祉

用
具
選
定
の
業
務

に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

研
修
開
始
か
ら

合
格
ま
で
半
年
か

ら
１
年
程
度
か
か

る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋
Ｊ
ｒ

で
は
▽
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
の

基
礎
知
識
▽
車
い
す
の
選
定

▽
Ｏ
Ｈ
ス
ケ
ー
ル
に
基
づ
い

た
床
ず
れ
防
止
用
具
の
選
定

▽
16
疾
病
の
概
要
と
高
齢
者

へ
の
影
響
▽
人
間
工
学
―
―

な
ど
を
習
得
。
そ
の
後
、
学

習
内
容
を
活
か
し
た
福
祉
用

具
選
定
が
で
き
る
か
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
テ
ス
ト
を
行

い
、
試
験
で
合
格
す
る
と
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
（
カ
タ

ロ
グ
）
は
、
各
福
祉
用
具
の

商
品
を
事
前
に
調
べ
、
自
ら

発
表
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強

会
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
で
福
祉
用
具
の
知
識
を
深

め
る
。

　

入
社
１
年
後
に
は
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
大
会
『
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
＋
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
カ

レ
ッ
ジ
キ
ン
グ
）』
を
開
催

し
、
社
内
外
の
参
加
者
に
自

身
の
成
長
を
披
露
す
る
機
会

も
設
け
て
い
る
。

地
域
か
ら
評
価

さ
れ
る
選
定
力

　

同
社
の
、
利
用
者
の
身
体

状
況
や
希
望
に
合
わ
せ
た
質

の
高
い
福
祉
用
具
選
定
が
地

域
か
ら
評
価
さ
れ
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
終
末
期
や
筋

萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ

Ｓ
）、
自
立
を
希
望
す
る
利

用
者
な
ど
の
依
頼
も
多
い
。

　

終
末
期
の
場
合
は
床
ず
れ

予
防
の
ほ
か
、
安
楽
な
呼

吸
確
保
と
安

全
な
摂
食
嚥

下
環
境
に
繋

げ
る
、
姿
勢

保
持
や
痛
み

を
緩
和
す
る

福
祉
用
具
選

定
に
取
り
組

む
。

　

発
語
が
で

き
ず
に
痛
み

を
伝
え
ら
れ

な
い
Ａ
Ｌ
Ｓ

利
用
者
の
福

祉
用
具
選
定

で
は
、
車
い

す
の
角
度
を

１
・
５
cm
後

ろ
に
倒
す
こ

と
で
呼
吸
し

や
す
い
姿
勢

を
確
保
し
た

ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
。

　

安
部
さ
ん

は
「
利
用
者

の
状
態
や
生

活
環
境
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
化

で
き
な
い
。

医
学
的
知
識

を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、

医
師
や
看
護

師
と
の
連
携

だ
け
で
は
な
く
、
利
用
者
の

快
適
な
在
宅
生
活
の
実
現
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
質

の
高
い
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
を
育
成
し
、
地
域
の
利
用

者
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

安部整さん

2024年 COLLEGE＋ E 教育プログラム（同社HPより抜粋・編集）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

ロードマップ
進捗目安 第1章 第2章 第3章 営業デビュー

CREST
研修内容 ― 基礎知識 業務運用確認 事前準備 業務振り返り

／選定 シミュレーション

CATALOG
研修内容 ― 特殊寝台

（付属品）
車いす
（付属品）

床ずれ防止
用具

体位変換器
歩行器

歩行補助つえ
手すり
スロープ

認知症徘徊感知機器
移動用リフト
自動排泄処理装置

実機研修

COLLEGE ＋ Jr
研修内容 ― COLLEGE

＋ KING
第1章 講習
（ベッド・車いす

基本）

第1章 トライ
（ベッド・車いす

基本）
第2章 講習
（車いす選定）

第2章 トライ
（車いす選定）

第3章 講習
（床ずれ防止用具選定）

第3章 トライ
（床ずれ防止用具

選定）


